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自由民主党

公　明　党

日本創新党 自由民主の会

各会派新年の抱負
謹んで新年のお慶びを申し上げます。
新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する

中、区民の皆様におかれましては、感染拡大防止
の取り組みに多大なるご理解・ご協力をいただき、
感謝申し上げます。区民の生命と生活を脅かす事
態に直面し、我が党は、区政の各分野で具体的な
提案を行い、円滑なワクチン接種の実施や医療機
関の病床の確保、自宅療養者支援、事業者支援、生
活支援等に着実につなげてまいりました。一刻も
早く平穏な日常を取り戻すために、今後も引き続
き必要な取り組みを積極的に推進してまいります。
コロナ禍で地域医療の重要性が再認識される中
にあって、東京女子医科大学東医療センターの移
転後の新たな病院についても、我が党の提案を踏
まえた救急医療・感染症医療・災害時医療に対応
した病院の準備が着々と進められています。こう

日本再生のスタートに
新年の開幕にあたりご挨拶申し上げます。まず
は、年末年始、返上でこのコロナ禍の最前線にお
られる医療従事者、介護従事者をはじめ日常生活
を行う上で不可欠な業務に従事していただいてい
る全てのエッセンシャルワーカーの皆様に心から
感謝申し上げます。昨年私たち公明党荒川区議会
議員団は新型コロナ対策として１４回に及ぶ緊急
要望書を荒川区に提出してまいりました。特にワ
クチン接種に全力をあげ、接種会場の速やかな整
備はもとより要介護高齢者など接種会場までに行
けない方のために区内タクシー事業者を活用した
訪問接種体制を提案、実現してまいりました。

した取り組みをはじめ、区民生活を取り巻く課題
をより的確に捉え、今なすべき施策、未来につな
がる施策へ着実に取り組んでいく必要があります。
私たち自由民主党荒川区議会議員団１１名は、

このような認識の下、３７７項目にわたる令和４
年度予算要望書を西川太一郎区長に提出しまし
た。本年も、区民生活の一層の向上と安心して暮
らし続けることができる地域づくりに向け、全力
を尽くしてまいります。

今年は｢あらかわ遊園」のリニューアルオープン
など明るい話題もあります。第６波に備え、未来を
切り開く大事な一年にしてまいりたいと思います。
私たち公明党は、コロナの経口薬開発支援をはじ
め、未来応援給付金や生活困窮者支援金など、コ
ロナ禍で打撃を受けた区民生活、経済を一刻も早
く取り戻す取り組みに全力を尽くしてまいります。

日本の縦糸を守りながら、諸問題に果敢に向き
合います。積み重ねてこられた大切なものを見極
め、エゴや権利の偏重で社会がゆがめられぬよう、
軸の有る一人会派の立場から提起を続けます。

迎春　人類の歴史は古代から疫病との戦いで創
られてきました。中国武漢ウイルスのパンデミッ
クに打ち勝ち、健康で安心して住み続けられる荒
川区を目指します。本年も宜しく御指導ください。
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あらかわ元気クラブ

次世代あらかわ

維新・子育ての会
あけましておめでとうございます。コロナ禍で

生活様式が大幅に変わり、所得格差が拡大し生活
困窮者が増えています。誰もが等しく医療や社会
保障サービスを受けられるために頑張ります。

新年明けましておめでとうございます。
当会派では区長に宛てた緊急要望書を提出し、
コロナ対策、HPVワクチンキャッチアップ、９価
ワクチンの公費接種、生理の貧困、いじめ問題、

☆謹賀新年☆　子ども達は自らの環境を変える事
が出来ず大人都合で仕切られた箱の中で一生懸命
に踏ん張っています。今こそ、大人達の「気づき」
が必要なのです。子ども達の未来を創るために。

路上喫煙、待機児童対策など具体的な政策提案を
行ってまいりました。2022年も一番身近な議
員としてリアルでもオンラインでもSNS等を活
用し皆様の声を区政に反映させて参ります。

立憲・ゆい・無所属の会

日 本 共 産 党

新年のご挨拶を申し上げます。
一昨年から続くコロナ禍において、日々の生活

を取り巻く環境が一変しました。これまで様々な
リスクや負担を背負いながら業務に当たられてき
ました、医療・介護従事者を初めとする社会生活
に欠かせない職業の皆様のご尽力に心より感謝申
し上げます。ワクチン接種などの感染対策により
ピーク時よりは落ち着いているものの、未だコロ
ナウイルスの収束の見通しが立たない中で、区民
の生活、区内事業者の経営は厳しい状況下にあり
ます。改めて、政治の果たすべき役割をしっかり
と認識し、区民の命と暮らしを守るための経済・

新年明けましておめでとうございます
長期に渡るコロナ感染の中、新しい年を迎える
ことになりました。コロナ禍は、人にやさしく、
何よりも命が大事、そして一人も取り残さない持
続可能な社会を作ることこそ、希望を切り開く道
であることを示しました。そのための政治の責任
は重大です。荒川区政としてもこの一年▽コロナ
感染拡大の第６波に備えを万全に、ＰＣＲ検査、
保健所・医療体制など抜本拡充へ▽貧困と格差の
解消、くらし応援を▽人類の生存に関わる気候変
動対策・二酸化炭素排出ゼロへ地域から▽多様性
を尊重し差別を許さない、ジェンダー平等を▽来
年が関東大震災から１００年目・燃えない、倒れ

医療をはじめとする行政施策の充実と引き続きの
コロナ対策に尽力して参ります。
竹内あきひろ、清水ひろし、久家しげるは荒川

区に住んでいて良かったと実感できる区政へと本
年も取り組んで参ります。

ない、一人の犠牲者も出さないまちづくり…など
の実現が求められます。
日本共産党荒川区議会議員団は、日本国憲法の

国民主権、基本的人権、生存権、幸福追求権、平
和主義などを暮らしと政治に生かし、区民の声で
区政を動かす立場を貫きがんばります。引き続く
ご支援をよろしくお願いいたします。
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